
県内事業者が、自社の商品特性や企業特性を踏まえた販路を選択し、バイヤーや消費者に商品

の強みを表現・提案する商品提案力等を身に付けるため、必要なノウハウを取得するセミナー
を開催します。また、当グループの事業成果を広く周知することにより、事業参加者以外にも広

くノウハウを波及し意欲を喚起するため、成果報告会を開催します。

■ 開催時期（予定） セミナー：５、６、１０、１２月（仮） 成果発表会：２月

■ テーマ（仮） 地域資源を活用した商品の開発方法
自社商品の強みを活かした効果的な商品の提案について
経済・社会の変化に対応した食品流通業界の最新動向
商品特性・企業特性を踏まえた販路の選択・開拓方法 など

工芸品、加工食品、クラフト雑貨など… 地域資源を活用した商品開発や
販路拡大など、幅広いマーケティング支援（事業者育成）を

青森県地域産業課がお手伝いします！

◆

青森県には、農林水産物、加工食品、工芸品・観光資源など、豊富な地域資源が存在します。
青森県地域産業課では、地域資源を活用した皆さまのビジネスを支援するため、様々な事業を実施して
いますので、関心のある方はお問い合わせください。
なお、新型コロナウイルスの影響等により、時期等について変更になる場合がありますので、ご了承ください。

地域資源を活用した取組・販路拡大を行うための基本的支援

申込者の希望に合わせて、専門家を派遣します。
【１者３回まで派遣可能】

１ 地域資源を活用した取組を支援する専門家派遣

＜派遣対象となる取組の例＞
地域資源を活用したビジネスに係る取組を支援します
■新商品の企画・開発指導 ■商品のデザイン指導
■販路拡大に係るアドバイス など
※工芸品に係る取組も対象となります

【専門家派遣活用の流れ】

○応募者の希望等を聞きながら、
最適な専門家を選定し派遣。

○派遣にかかる費用は無料ですが、
指導や助言の内容によって、
予算の範囲を超える場合には、
応募者に負担していただくこと
があります。

〇県が審査を行い、応募者に対し
て派遣の可否を決定しお知らせ。

※審査の結果、派遣決定とならな
い場合もあります。

○県庁ＨＰから申込書を入手し、
メール又はFAXで提出

※予算の上限に達した場合は受付
を閉め切ります。

１．応 募

２．書 類 審 査

３．専門家の
選定・派遣

４．利 用 報 告

３ 地域資源を効果的に活用するための情報提供等をする活用検討会

２ 販路開拓や商品提案力向上のための各種セミナーの開催

県内の豊富な地域資源を効果的に活用した産業振興を図るため、地域資源ごとに利活用の方向
性等について、情報交換、検討及び意見交換等を行う場を提供しています。
令和３年度は、農薬不使用１００％天然由来成分により抽出された

「あおもり藍エキス」と、その原料となる「あおもり藍」に着目し、
大学などの専門機関に在籍する研究者や弁理士などの専門家を中心として
「あおもり藍利活用研究会」（事務局：青森県地域産業課）を開催しました。



◆

４ あおもりクラフトGYM（ジム）

地域資源を活用した商品づくり等支援

５ あおもりクラフト販売モデル構築

事業説明会【５月】

■ 参加事業者募集 ５月上旬～

商品開発会【６月、８月、１０月】

完成された新商品は、首都圏ライフスタイルショッ
プ及びオンラインショップで「あおもりクラフト
ショップ」として、テスト販売を実施します。

テスト販売【１月～２月（仮）】

公募により６事業者程度を選定し、首都圏ライフ
スタイルショップのバイヤーから３回の個別指導を
受けます。参加事業者は、アドバイスを受けながら、
新商品を開発していきます。

首都圏ライフスタイルショップのバイヤーから助言を受けながら、工芸品を含めたあおもり

クラフトを販売する実践力を身に付け、あおもりクラフトの新たな販売モデルを構築します。

■ 対 象 者 県内工芸品事業者（作り手）と一緒に販路開拓したい方
■ 募 集 人 数 ３者程度（事業形態は問わない）
■ 参加者募集 ５月上旬
■ 内 容 「あおもりクラフト販売モデル」を企画提案していただき、首都圏のライフ

スタイルショップのバイヤーとの企画会議（３回）にてブラッシュアップし
ます。
ブラッシュアップされた企画は、「くらふとサポーター」として実践してい
ただきます。（県の委託事業予算上限30万円）

「くらふとサポーター」の育成【５月～２月】

首都圏ライフスタイルショップのバイヤーから助
言を受けながら、地域資源を活用した衣食住に関わ
る新商品の開発や既存商品のブラッシュアップに取
り組みます。



◆

販路拡大等の支援

６ ECサイトにおける販売力強化支援

ECサイト向けの商品企画や他社との差別化の図り方、情報発信の仕方など最新のノウハウの
取得を支援します。

○専門家による個別指導
テスト販売の前後にて、各事業者の課題に応じた専門家による個別指導を実施します。

■ 参加者募集 ５月下旬～６月上旬（予定）

■ 募 集 枠 ７者程度

■ 内 容 ＥＣサイト向けの商品開発について
商品及び事業者ページのテキストについて
商品画像について
ＳＥＯ対策や情報発信手法について など

○ECサイトにおけるテストマーケティング【１１月～１月（仮）】
専門家による個別指導を受けた事業者が、ECサイトにおいてテスト販売を実施します。

７ オフライン（SMTS等）でのアプローチ強化支援（県内食品関係事業者が対象）

食品関係事業者の販路開拓を支援するため、スーパーマーケットや百貨店等の小売りを中心
に全国の流通業者が参加する国内最大級の食品商談展示会「スーパーマーケット・トレード
ショー2023」に「青森県ブース」を出展します。

■ 展示会名 スーパーマーケット・トレードショー2023

■ 開催日程 令和５年２月１５日（水）～２月１７日（金）

10:00～17:00（最終日は16:00まで）

■ 開催会場 幕張メッセ（千葉市美浜区中瀬２－１）

■ 出展ゾーン 地方・地域産品ゾーン

■ 参加者募集 ５月（予定）

■ 募集枠 １４者程度

■ 応募条件 青森県内に主たる事業所があり、県内で生産又は加工された食品等を取り
扱う事業者のうち、出展前後の研修会に参加できる等、一定の要件を満た
す事業者。

■ 個別研修会 展示会出展前後に各事業者の課題に応じた専門家による個別研修会を実施

・出展商品のターゲット分析、当日の展示方法、試食の提供方法
・取得名刺の分析方法、見込み客に対する対応方法 など



◆

◆お問合せ先
青森県 商工労働部 地域産業課 マーケティング支援グループ

住所：〒030-8570 青森市長島１－１－１（県庁南棟４階）
TEL : 017-734-9375 FAX : 017-734-8107 Ｅmail：chiikisangyo@pref.aomori.lg.jp

支援事業の詳細や、参加募集のお知らせについては、随時県ホームページに掲載いたします。
各事業については、お気軽にお問合せください。

◯青森県と神戸市の企業間でのビジネス交流推進を目的とした事業を実施します。

（１）ビジネスマッチング支援

県内企業と神戸市企業のニーズが合致する案件を中心に、ビジネスマッチングを実施します。

（２）青森×神戸ビジネス連携の企画公募・ビジネスモデル構築支援

県内企業が神戸の企業と連携して取り組むビジネスプランを公募し、神戸バイヤー等による

ブラッシュアップを実施し、企業間連携によるビジネスモデル構築に取り組みます。

■募 集：８～１０月（予定）

■募集枠：５社程度

■備 考：（令和4年度）ビジネス連携の企画公募・モデル事例選定

（令和5年度）モデル事例テストマーケティング

８ 神戸とつながり発展するビジネス交流推進事業

２１あおもり産業総合支援センターにおける支援

専門家派遣 【原則５回以内 ・ 専門家に対する経費（謝金・旅費）の１/３を自己負担】

「商品の開発に係る技術的課題を解決したい」「新事業・新分野に進出したいのでアドバイスを受けた
い」等、県内事業者の抱える経営課題の解決のために、中小企業診断士、税理士、デザイナー、ＩＴ
コーディネータなどの経験豊富な民間の専門家を派遣し、必要なアドバイスを行います。

電話：０１７－７７７－４０６６（総合支援課）

ＨＰ：https://www.21aomori.or.jp/consultation/soudan/senmonka

青森県よろず支援拠点事業 【無料相談窓口】

売上拡大、経営改善、新商品開発，ＩＴ情報化等、経営上のあらゆるお悩み相談に対応します。

解決困難な経営相談への総合的・先進的アドバイス、事業者の課題に応じた適切なチーム編成を
通じた支援、案件に応じた的確な支援機関・研究機関等の紹介など

電話：０１７－７２１－３７８７（よろず支援拠点）

ＨＰ：https://www.21aomori.or.jp/yorozu

新事業展開等促進補助事業(販路開拓コース) 【補助率１／２・上限１００万円 】

県内に本社又は事業所を有している中小企業者等が行う、既存製品等の新たな販売先の獲得を目的とし
た、県外の展示会・見本市・商談会への参加、HPの作成やWEB広告等のWEB・デジタルコンテンツの
活用、商品パッケージのリニューアル等の取組を支援します。

TEL : 017-775-3234（取引・情報推進課） FAX : 017-721-2514

Email：hanro@21aomori.or.jp ＨＰ：https://www.21aomori.or.jp/topics/13128


